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緒言  

	
 菌類はあらゆる生物の中でも特に多様性の高いグループの一つで，菌界における，すで

に学名のある種だけでもおよそ 13万 5千種，現在の推定種数では 510万種とも 600万種と

もいわれている（Blackwell, 2011; Hibbett et al., 2016; O’Brien et al., 2005; Taylor et al., 2014）．

このような多様性のもと，自然界のあらゆる環境において，適応的に進化した菌類が存在

することは想像に難くない．菌類は水中から岩場に至るまで多様な環境にみられるが，我々

にとってなじみの深い菌類と言えば，食べ物につくカビや，食材として広く利用されるき

のこであろう． 

	
 「きのこ」とは，肉眼で認識可能な大きさの子実体（有性の胞子を形成する，菌類の器

官）の俗称であり，科学的な定義がなされている訳ではない．そのため，きのこをつくる

菌類は分類学的に単一のグループを形成せず，担子菌門，子嚢菌門という，菌界の二つの

大きな門にまたがって存在する．きのこを形成する菌類（以下，きのこ類）の大半は，精

巧なメカニズムにより胞子を自力で射出し，風により遠方へ散布する（Deering et al., 2001；

Roper et al., 2010；Golan & Pringle, 2017）．しかし，中には通常のきのこ類とは異なる環境

に生育し，風を利用せずに特殊な方法で胞子を散布するきのこ類も存在する． 

	
 その最たる例が，土壌中やリター層中に子実体（きのこ）を形成する，地下生菌とよば

れる菌類である．代表的なものとしては，トリュフ類（Tuber spp.）が挙げられる．地下生

菌の子実体は主に類球形～亜球形で，多くの場合，柄は退化し，胞子を形成する組織が外

皮に被われた状態で成熟する．ほとんどの場合，胞子の形成細胞（担子器や子囊など）か

ら自力で胞子を射出する仕組みも失っているため，自力で胞子を遠方へ散布することがで

きない．地下生菌は菌類の多数の系統から収斂進化した菌群であり，担子菌門，子嚢菌門

のきのこ類の他，ケカビ門の一部の分類群（アツギケカビ目やグロムス亜門）においても

トリュフ型の胞子集合体（胞子果）を地中に作るものが知られている（折原，2018）．これ

ら地下生菌の子実体は，果物のような匂いや薬品臭，ガーリック臭など，特徴的なにおい
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を有するものが多く，それにより小型哺乳類や節足動物を誘引し，摂食されることで胞子

を遠方へ散布すると考えられている（Claridge & May, 1994；Fogel, 1975；Maser et al., 1978）．

そのため，海峡の存在が分散の大きな障壁になると考えられ，伊豆諸島などの海洋島に分

布を広げるチャンスは非常に少ないことが予想される． 

	
 筆者は伊豆諸島に分布を広げている地下生菌に着目し，その分類と系統学的・遺伝学的

特徴について研究を進めている．御蔵島における地下生菌の報告は，Degawa（2001）によ

る Sclerocystis coremioides Berk. & Broomeの記録があるのみである．本種は一般的なきのこ

を形成する系統とは異なり，ケカビ門グロムス亜門に含まれる菌であるが，微小なトリュ

フ型の厚壁胞子集合体（胞子果）を形成するため，地下生菌の範疇に含める場合がある．

本稿では，御蔵島における地下生菌相の特徴について，現在までの調査結果に基づき予報

的に報告する． 

 

材料および方法  

	
 御蔵島における地下生菌調査は 2017 年 4 月

27–29 日，および 2018 年 3 月 16–18 日にかけ

て実施した．島内の複数地点のスダジイが優占

する森林において（図 1），園芸用のレーキを

用いてリター層および土壌表層を掻き分けて，

地下生菌子実体の探索を行った（図 2）．採集

した子実体はアルミホイルに包んで持ち帰り，

子実体組織から DNA 抽出を行った後，温風乾

燥（48℃，48 時間）もしくは真空凍結乾燥に

より，標本を作成した．光学顕微鏡による子実

体微細構造の明視野観察には，OLYMPUS 

BX50（Olympus Co. Ltd.,東京）を用いた．胞子

径の計測の際には，表面のオーナメントを除い

た．標本は神奈川立生命の星・地球博物館（KPM） 

に収蔵されている．その他，神奈川県立生命の

星・地球博物館に収蔵されている，2000 年 6

月～7 月御蔵島菌類調査時の標本コレクション

についても，地下生菌標本の観察，同定を行っ

た．なお，本研究での調査対象種は担子菌およ

び子嚢菌門の地下生菌に限定し，ケカビ門の胞 

子果形成トリュフ型菌類（グロムス亜門，アツギケカビ目および Modicella 属の菌）は除外

した． 

図 1．本研究における地下生菌調査地．
点線で囲われたエリアのスダジイ林にお 
いて探索を行った．図は国土地理院地理

員地図（http://maps.gsi.go.jp/）を基に作
成した． 
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図 2．地下生菌の探索の様子．園芸用の熊手もしくはレーキを用

い，表土や落葉（リター）層を掻き分けて地下生菌子実体

を探す．基本的には土をあまり深く掘り返す必要は無い． 

 

結果  

	
 2017 年 4 月および 2018 年 3 月の調査の結果，3 属 3 種（ヒメノガステル属の一種

Hymenogaster sp., コイシタケ Russula sp.，ツチダンゴ属の一種 Elaphomyces sp.）の地下生

菌が採集された．また，神奈川県立生命の星・地球博物館所蔵の御蔵島産標本を再検討し

た結果，2000年 6月に里の稲根神社で採集されたツチダマタケ属の一種 Rossbeevera sp. が

見いだされた．その他，同じく 2000年 6月に同地で採集されたセイヨウショウロ属（トリ

ュフ）の一種 Tuber sp. の標本情報が残されていたものの，標本の所在は確認できなかった．

以下に各地下生菌の特徴を概説する． 

 

担子菌門 Basidiomycota 

ハラタケ目 Agaricales 

ヒメノガステル科 Hymenogastraceae 

Hymenogaster sp. ヒメノガステル属の一種（図 3a-b） 

	
 子実体は地下生，直径最大 22 mm，類球形～塊形，表面は類白色～象牙色～黄褐色，や

や粗面，基部の柄は発達しないが，末端に子実体表面と同色の根状菌糸束をつけることが

ある．外皮は幅 0.3 mm未満．子実体内部のグレバは未熟時象牙色，のちに帯赤褐色となる

が，黒褐色にはならない．外皮は顕微鏡下では幅 1.8–12 µm の部分的にやや膨張した糸状

菌糸からなる．グレバの腔室は不定形で，最大径 1 mm．担子器は短棍棒型～短円筒形，2

胞子性，無色．担子胞子は 13.3–17 × 6.8–10.2 µm, 平均 14.8 × 8.3 µm (n = 25)，レモン型，

褐色，表面は厚さ約 1 µmの膜状層に被われ，その内部に微疣が散生～部分的に密生する．

子実体，特に内部は果実臭と薬品臭が混合したような臭気を発する． 
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 発生環境：春，スダジイ樹下に発生．リターの腐食層のある，柔らかい土壌を好む傾向

にある．御蔵島島内に広く発生（南郷，御代ヶ池，ボロ沢，家の沢周辺）． 

	
 観察標本（御蔵島産）：KPM-NC 26016，KPM-NC 26025，KPM-NC 26026，KPM-NC 26027，

KPM-NC 26028，KPM-NC 26183，KPM-NC 26185，KPM-NC 26186，KPM-NC 26187． 

	
 注記：本研究での調査において，島内で最も頻繁に採集された地下生菌である．形態的

にはマメツブタケ H. arenarius Tul. & C. Tul. に類似するが，異同についてはさらなる多面

的検討を要する． 

 

ベニタケ目 Russulales 

ベニタケ科 Russulaceae 

ベニタケ属 Russula 

コイシタケ類似種	
 Russula sp. （図 3c） 

	
 2 子実体を採集．子実体は類球形，直径は大型の方が 14 mm，亜球形～類球形，表面は

ほぼ平滑，変色性は無く，白色，時にやや黄色味を帯びる．子実体基部の柄は発達しない．

外皮は厚さ 0.4 mm以下，紙質で，グレバから容易に剥がれる．グレバは成熟時淡黄褐色，

基層板が密に広がり，腔室は微細．担子器は棍棒型，1胞子性．担子胞子は 14.4–18 × 11.5–14.2 

µm，平均 16 × 13.2 µm (n = 20)，広楕円形～卵型，非アミロイド，表面は高さ 1.1–4.2 µm

の細長い刺に被われる．子実体には甘い匂いがある．  

	
 発生環境：スダジイ樹下に発生．湿り気のある，硬い裸土を好み．土にやや埋没するか，

露出した状態で発生する．2018年 3月の調査で採集されたが，子実体は頑丈で，比較的長

期間残存するため，他の時期でも発生の確認は可能であると考えられる． 

	
 観察標本（御蔵島産）：KPM-NC 26188 

 

イグチ目 Boletales 

イグチ科 Boletaceae 

ツチダマタケ属の一種 Rossbeevera sp. 

	
 観察標本：KPM-NC 6789. 

	
 注記：2000年 6月に御蔵島の里の稲根神社で採集された標本が残されており，子実体が

強い青変性を有している点で，アオゾメクロツブタケ R. eucyanea Orihara，R. cryptocyanea 

Orihara，および R. paracyanea Orihara に類似している（Orihara et al., 2016）．しかし，標本

として残されているのは未熟子実体の断片のみであり，胞子や成熟した担子器等は観察出

来なかったため，形態的特徴による種同定には至らなかった．また，これまでに本標本か

ら核およびミトコンドリア DNA複数領域のシーケンスの取得を試みたものの，未だ成功し

ていない．今後，当該の産地における，本種標本の追加採集が望まれる． 
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図 3．採集された地下生菌． a-b. ヒメノガステル属の一種 Hymenogaster sp.：

a. 子実体（KPM-NC 26187）；b. 担子胞子（KPM-NC 26185）；c. コイシタケ類似

種 Russula sp. 子実体（KPM-NC 26188）；d–e. ツチダンゴ属の一種 Elaphomyces sp. 

子実体（KPM-NC 26190）．eは切断面．スケール：a, c–e = 1 cm；b = 10 µm． 

 

子嚢菌門 Ascomycota 

ユーロチウム目 Eurotiales 

ツチダンゴ科 Elaphomycetaceae 

ツチダンゴ属の一種	
 Elaphomyces sp. （図 3d-e） 

	
 子実体は亜球形，直径 7 mm，弾力は無く，非常に脆い．子実体表面は黒色，平滑，子実

体基部に柄や根状菌糸束を欠く．外皮断面は黒色，硬く脆い最外殻皮と，水分を多く含む

内部の実質（厚さ最大 0.8 mm）からなるが，乾燥すると実質はほぼ消失する．グレバは成

熟時粉状，淡黄褐色～肌色．子嚢胞子は直径 14.6–17.9 µm, 平均 16.8 µn（n = 30），球形，

ほぼ無色～淡赤褐色，表面は厚さ約 1.6–2.6 µmの突起に密に被われ，細かな畝状～波状模

様を呈する．においは不明瞭． 

	
 発生環境：春（3月），スダジイ樹下表土中に発生．採集されたのは 1子実体のみ． 

	
 観察標本（御蔵島産）：KPM-NC 26190． 
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考察  

	
 伊豆諸島における菌類相についての報告はごく限られており，Doi (2001) による子嚢菌

類ボタンタケ属の 1新種，Degawa (2001) による Sclerocystis coremioides Berk. & Broome の

日本新産種報告，常盤（2016），常盤ほか（2016）による菌寄生菌 Hypomyces 属の新産種

報告，大村（2017）による御蔵島の地衣類相の報告等があるに過ぎない．特に，御蔵島の

野生きのこ類についての知見は甚だ乏しく，その多様性を把握することは現状では困難で

ある．本研究において実施された地下生菌の調査も，2017 年 4 月および 2018 年 3 月の 2

回の他には，2000 年 6 月～7 月の菌類調査時に補足的に行われたに過ぎず，現時点では御

蔵島の地下生菌相を俯瞰的に把握することはできない．  

	
 調査回数や実施時期は限定的ではあるものの，本研究において，4属 4種（現時点で標本

の所在不明の Tuber sp.を除いた数）の地下生担子菌類および子囊菌類が確認された．その

うちの 3 種については，全調査期間を通じてそれぞれ一度しか採集されなかった．地下生

菌の多くは，スダジイなどのブナ科樹木や，マツ科樹木などの植物と菌根と呼ばれる構造

を地中に形成し，共生関係にある（Castellano et al., 2004）．島内のスダジイ極相林の占める

面積の広さを考慮すると（大場，1971），本調査の結果からは御蔵島の地下生菌多様性は国

内の一般的なスダジイ林と比較して貧弱であることが示唆される．しかし，その実態の正

確な把握のためには，今後，地下生菌のより集中的な発生が期待される夏～晩秋にかけて

の追加調査が必要であろう． 

	
 今回の調査において非常に特徴的であったのは，島内のスダジイ林各地において，ヒメ

ノガステル属の一種が頻繁に観察されたことである．2017年および 2018年時の調査を通じ

て，島内各地から合計 9 標本が採集され，本種が島内に広く分布していることが明らかに

なった．これは，同様に海洋島である御蔵島に分布を広げた比較的少数の地下生菌のうち，

特に本種が御蔵島の環境に適応的に定着・分散したことによるものと考えられる．同様に，

Doi (2001) は，御蔵島を除く地域では発生が稀な子囊菌 Hypocrea mikurajimensis Doi が，御

蔵島では多産することに言及している．さらには，御蔵島のヒメノガステル属菌

（Hymenogaster sp.）および Hypocrea mikurajimensis 集団間において，海洋島に特徴的な創

始者効果（founder’s effect；Mayr, 1942）が生じていることも予想される．今後，これらの

種の遺伝的特性が精査されることにより，御蔵島のユニークな菌類相，ひいては御蔵島の

生物相のより深い理解に繋がるものと期待される． 
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